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はじめに

A大学看護学部は2012年度入学生から選択制による保
健師教育課程を設けている。その背景として，保健師助産
師看護師法および看護師等の人材確保の促進に関する法
律の一部を改正する法律（平成21年法律第78号）により，保
健師国家試験受験資格が「6か月以上」から「1年以上」に
延長された。また，保健師助産師看護師養成における保健
師助産師看護師学校養成所指定規則の一部を改正する省
令が平成23年4月から施行され，保健師の役割と専門性を
明確化する観点から「地域看護学」の名称が「公衆衛生看
護学」へと改められるとともに，「個人・家族・集団の生
活支援」について，学校保健や産業保健における組織への
支援を明確化する観点から，「個人・家族・集団・組織の
支援」へと名称が変更された１）。法律や省令の改正に伴う
カリキュラムや教育内容を見直し，充実させていくことは
重要であり，A大学看護学部も統合カリキュラムにおける
看護師・保健師2つの国家試験受験資格取得の教育制度・
教育内容の見直しが行われ，保健師教育においては選択制
とすることへと変更が行われた。

さらに，学生の学修を体系的に深めるためには，講義だ
けでなく実習は大変重要であり，産業保健実習においても
その有用性を明らかにしている２）。産業保健実習に関する
学生の学びとして，「産業保健活動の基本」「産業保健の
現状」「活動対象」「労働者の健康管理の実際」「産業保
健専門職の専門性」「産業保健師の役割と機能」３），「健

康と労働の調和」４）など多くの学びを得ていることが報告
されている。しかし，大学における保健師教育課程を選択
した学生や分野選択制学生における産業保健実習に関す
る学びを報告した研究５）６） は少ない。そのため，保健師教
育課程を選択した学生の産業保健実習の学びを明らかに
し実習内容の見直しや充実を図ることが重要であると考
える。

そこで本研究は，保健師教育課程を選択した学生の産業
保健実習での学びを明らかにするとともに，今後の実習方
法および実習指導に関する教育上の示唆を得ることを目
的とする。

Ⅰ.研究方法

１．研究対象
2012年度A大学看護学部入学生のうち保健師教育課程

を選択した学生16名を対象とした。
２．研究方法

産業保健実習終了後に学生が提出した実習総括記録A4
版（以下，記録とする）を基に記述的質的研究デザインの
内容分析の手法を用いて分析した。記録から学びに関する
具体的な記述を抽出し，一文一意味として分類し，内容の
類似性に基づきサブカテゴリーおよびカテゴリー化した。
データの分析や解釈の信憑性を高めるために研究者間で
検討を重ねた。
３．倫理的配慮
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本研究は，A大学看護学部保健師教育課程を選択した学生の産業保健実習総括記録から，産業保健実習での
学びを明らかにし，今後の実習方法および実習指導に関する教育上の示唆を得ることを目的とした。

学生の実習総括記録から，学びに関する記述162コードを抽出し分析した結果，【労働者の健康や安全を守る
職場巡視の重要性の理解】【労働環境から健康問題，予防対策の理解】【産業の場における支援の実際】【産
業保健の場における保健師の役割，他職種との連携の理解】【保健師に必要なスキルと求められる役割の理解】
の5カテゴリー，12サブカテゴリーに類型された。

分析の結果から，A大学看護学部の産業保健実習における目標は概ね達成できていた。一方で学生は，産業
保健と地域保健との連携に関する学びが少なく，充分に理解できているとはいえない。今後の課題として，産
業保健と地域保健の連携に関する学びにつながる実習内容の工夫が求められる。
（キーワード）保健師教育課程，保健師学生，産業保健実習，学び
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研究の主旨，研究参加への自由意思の尊重，匿名性の保
持と守秘性の確保，成績評価には一切影響しないこと，結
果を公表するなどの倫理事項を文書と口頭で説明し，学生
の研究協力の承諾書への署名をもって同意を得たものと
した。

Ⅱ.実習の概要

産業保健実習の実習カリキュラムは，公衆衛生看護学実
習（4年次通年，180時間；4単位）のうち2日間をB県内にあ
るC企業（鉄鋼業）で実習を行っている。実習の具体的内容
としては表1のとおりである。
１．実習目的

産業保健における保健活動の実際を学び，労働衛生管理
のあり方と看護職の役割について理解する。
２．実習目標

１）労働者の健康に影響する労働環境等から健康問題の
特性について理解できる。

２）労働者の健康問題と健康管理，健康づくりの実際に
ついて理解できる。

３）産業の場における看護職の機能と役割について理解
できる。

４）産業保健と地域保健の連携の必要性について理解で
きる。

３．実習上の工夫
教員は，実習前に必ず実習担当指導者（以下，指導者と

する）と事前に打ち合わせを行い，前年度の反省を踏まえ
た実習内容となるよう調整を行っている。実習内容の打合
せを行う中で，職場巡視だけでなく，産業保健師が労働者
に対して実際に行う健康教育やセミナーでの資料提示，労
働者の職場環境や背景を捉えた健康課題を基に健康づく
りの支援に関するグループワーク（以下，GW）を実習内容
に入れてもらうよう指導者と相談し，実習内容に取り入れ
ている。

さらに，学生の学びを指導者に還元するため，1日毎の実
習日誌（A3）および実習総括記録（A4）を指導者へ提出し
ている。記録類については，学生が実習の振り返りができ
るよう，指導者および教員の助言・指導などのコメントを
記入した上で学生に返却している。

Ⅲ.結果

学生の記録から162コードを抽出し分析した結果，12サ
ブカテゴリー，5カテゴリーに類型された。コードを「　」，
サブカテゴリーを＜　＞，カテゴリーを【　】で示す。5カ
テゴリーは【労働者の健康や安全を守る職場巡視の重要性
の理解】【労働環境から健康問題，予防対策の理解】【産
業の場における支援の実際】【産業保健の場における保健
師の役割，他職種との連携の理解】【保健師に必要なスキ
ルと求められる役割の理解】であった（表2）。
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表 1　実習の具体的内容 



保健師教育課程を選択した学生の産業保健実習での学びと今後の課題

１．産業保健実習における学生の学び
１）労働者の健康や安全を守る職場巡視の重要性の理解

【労働者の健康や安全を守る職場巡視の重要性の理解】
は＜健康を守る手段としての職場巡視の意義の理解＞＜
体験による労働環境の理解＞＜職場巡視の必要性の理
解＞の3のサブカテゴリーで構成された。

「実際に労働者が働いているところへ出向き，労働者の
目線で健康を妨げる要因はないかを把握し，少しでも負担
を軽減していく支援が労働者の健康を守るためには必要
だと感じた」「労働者が日々，どのような環境で働いてい
るのか五感を使って感じることができ，実際に働いている
人の現場を知ることは健康問題を予測したり，対策を考え
る上で大切な活動だと感じた」など7コードから＜健康を
守る手段としての職場巡視の意義の理解＞の学びを得て
いた。「実際に行ってみると自分が想像していたよりもは
るかに熱く，湿度も高くて熱中症のリスクが高いと感じ
た」「実際に従業員が働く現場を見学し，熱中症や騒音性
難聴のリスクがあることを実感した」など6コードから＜
体験による労働環境の理解＞の学びを得ていた。「実際に
工場見学をしたことで，起こりうる健康問題について感じ
ることができたので，職場巡視の大切さを改めて学ぶこと
ができた」など4コードから＜職場巡視の必要性の理解＞
の学びを得ていた。

２）労働環境から健康問題，予防対策の理解
【労働環境から健康問題，予防対策の理解】は＜健康問

題，労働災害への予防･対策および健康づくりの実際の理
解＞＜労働衛生，管理についての理解＞＜労働環境から健
康問題の特性を理解する＞の3のカテゴリーで構成され
た。

「事故が起きてから対策を考えるのではなく，日常業務
から問題点を把握しておき事故を未然に防げるような対
策をしておくことが大切だと学んだ」「対策を考えること
ができても，実現可能なことでないと意味がないため，理
想ばかりでなく現実的に考えることも大切であると気付
くことができた」など30コードから＜健康問題，労働災害
への予防・対策および健康づくりの実際の理解＞の学び
を得ていた。「作業環境管理では科学的な調査などによっ
て環境の有害性を検証し，作業管理では安全化や快適化す
るために保護具などの使用があること，健康管理では，健
康診断をはじめ，メンタルヘルス対策や過重労働対策が行
われていることが分かった」など16コードから＜労働衛
生，管理についての理解＞の学びを得ていた。さらに，「毎
日この環境で仕事をすることにより，熱中症，騒音性難聴，
骨折，熱傷，切断，などの多くの健康被害が生じる可能性
があるとわかり，労働者の健康に影響する労働環境などか
ら健康問題の特性について理解することができた」など8
コードから＜労働環境から健康問題の特性を理解する＞

ことへの学びを得ていた。

３）産業の場における支援の実際
【産業の場における支援の実際】は＜健康教育，保健指

導での工夫の大切さ＞＜支援の実際＞の2のサブカテゴリ
ーで構成された。

「産業保健師が行う健康教育では，同じ題材であっても
対象者の年齢や経営者か従業員かの立場に応じて，題材の
テーマを変え，違った切り口でセミナーをすることで，他
人事ではなく自分のことのようにいかに考えてもらえる
か，前向きに活動に取り組んでもらえるのかが変わってく
るということを学んだ」など17コードから＜健康教育，保
健指導での工夫の大切さ＞について学びを得ていた。ま
た，「実際に健康問題に取り組むのは労働者本人であり，産
業保健師はそのサポートを行う存在であるため，労働者が
自身の健康課題に関心を持ち，主体的に積極的に取り組ん
でいけるような指導やセミナーの実施が必要である」など
17コードから＜支援の実際＞について学びを得ていた。

４）産業保健の場における保健師の役割，他職種との連携
の理解

【産業保健の場における保健師の役割，他職種との連携
の理解】は＜産業の場における保健師の役割＞＜産業に関
わる職種の役割理解＞＜地域保健との連携＞の3のサブカ
テゴリーで構成された。

「問題解決に向けて取り掛かる上で身体への影響を考
えリスクの大きい問題から優先順位をつけて行うこと，労
働者の声を聴き，現場での使いやすさと労働者の健康を守
ることの両方が兼ね備えられるよう対策に取り組むこと
が大切だと学んだ」など27コードから＜産業の場における
保健師の役割＞について学びを得ていた。「従業員は企業
の最大の資源であるため，継続して勤務できるように促し
たり，疾病を抱えた人に対しては早期職場復帰が出来るよ
うに支援したりと，ヘルスサポートセンターは企業の労働
力において重要な役割を担う部署であるのだと思った」な
ど11コードから＜産業に関わる職種の役割理解＞の学び
を得ていた。また，「産業保健と地域保健の連携について
も教えていただき，それぞれの領域においての保健活動だ
けでなく，人が生涯を通して継続した支援が受けられるよ
うに地域保健師と産業保健師が連携し，情報共有を行って
いける環境づくりが大切だと分かった」など4コードか
ら＜地域保健との連携＞について学びを得ていた。

５）保健師に必要なスキルと求められる役割の理解
【保健師に必要なスキルと求められる役割の理解】は＜

保健師に求められる必要なスキルや視点＞の1のサブカテ
ゴリーから構成された。

「健康問題を早期にキャッチできるような分析力，対策
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表２　産業保健実習における学生の学び
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を立てるための発想力や企画力，それを伝えていくための
コミュニケーション能力や指導力などさまざまな能力が
保健師には求められるのだと改めて学んだ」「肥満や血圧
などの現在のデータをみての対策だけを行えばいいので
はなく，現場で働く労働者の声を聴き，5年後，10年後の健
康問題について考え準備をしていくことも大切だという
ことを学んだ」など17コードから＜保健師に求められる必
要なスキルや視点＞について学びを得ていた。

Ⅳ.考察

１．保健師教育課程を選択した学生の産業保健実習におけ
る学び

実習目標と学びを照らし合わせて考察する。学生は【産
業の場における支援の実際】【産業保健の場における保健
師の役割，他職種との連携の理解】【保健師に必要なスキ
ルと求められる役割】など産業保健の場における専門職の
機能と役割，活動の実際について162コードのうち91コー
ド（56.2%）と学生の学びの半数以上を占めている。上平ら２）

の報告でも産業保健実習を通して「産業保健専門職の専門
性」「産業保健師の役割と機能」の学びについて327記述の
うち169記述（51.7%）の学びを得ていたものと同様に，学
生は，講義で学んだ保健師や専門職の役割や機能につい
て， 産業保健実習を通してより理解を深めることができ
ているといえる。

【労働者の健康や安全を守る職場巡視の重要性の理解】
【労働環境から健康問題，予防対策の理解】など実習目標
①，②に掲げている労働者の健康と労働環境，そして健康
問題とを結び付けて考えることができている。これらの学
びから，学生は産業保健実習を通して，実習目標に沿った
学びを得ることができているといえる。しかし， 上平ら２）

は，実習を通して「一人職の限界の中にも顔の見える活動
として，看護の活動視点をとらえ，家族という拡がりによ
る地域連携の必要性を学んでいた」と「地域との連携」の
学びを報告しているが，実習目標④の「産業保健と地域保
健の連携の必要性について理解できる」という項目に関連
する内容の＜地域保健との連携＞の学びは4コードと少な
く，学生が充分に理解できているとはいえない。今後は，産
業保健実習の課題として捉え，何故連携が図られにくいの
かという状況とその対策について学生自身が考えられる
よう，学内においてグループ演習を取り入れるなど授業内
容の工夫の検討をすることが必要である。また，実習目標
④についての到達レベルを「考えることができる」と変更
するなど対応することの必要性が示唆された。

２．実習方法，実習指導について
産業保健実習を通して，学生は実習目的や実習目標に沿

った学びを得ることができている。これは，実習開始前後

に指導者と教員が事前事後に打ち合わせを行い，指導者が
実習目標を理解し学びを深めるための実習内容や環境を
調整していることが大きいと考える。看護師養成所の学生
を受け入れている実習施設の実習指導者を対象とした研
究６）では，看護学実習における指導者と教員の協働に影響
する要因の協働特性の意思決定の中でも「実習指導の方法
を教員と話し合うことが多い」「実習指導の今後の方向性
を教員と提案しあっている」などの項目の平均点が高く，
協働が不十分であるとの報告がある。さらに，産業保健・
看護実習において実習指導者が大学に望むこと７）として，
「伝わりやすい実習要綱」「分かりやすい実習目的・目標」
「実習プログラム作成への協働」「実習生を理解すること
への支援」などがある。学生の学びをより深めるために，産
業保健師の実際の活動内容についてGWの時間を設けるこ
とや振り返り・まとめの時間も活用しながら学生の学び
の意味づけを行える実習内容となるよう工夫している。こ
のように，A大学看護学部の産業保健実習は，指導者と教
員が協働しながら実習を組み立てることができ，学生の学
びをより高めるための実習方法，指導を工夫することがで
きているといえる。

実習を通して，講義での学びをより深めるための実習の
意義は大きく２），学生の学びの質を担保する意味でも実習
での学びを充実させることは大変重要である。そのため，
今後も指導者と教員とが実習内容について打ち合わせを
充分に行いながら実習方法や指導について検討し，協働し
ていくことが重要である。

今後の課題となる産業保健と地域保健との連携の必要
性については，三橋ら８）が自治体に働く保健師を対象とし
た調査において，9割以上の自治体保健師が職域保健師と
の連携の必要性を感じているのに対し，「現在，連携して
いる」保健所設置市3割，市町2割との報告がある。また，職
域保健と地域保健の連携が重要である９）～11）との認識は一
致しているが，具体的な連携に関する記述は少なく，学生
も教科書などを通じた学修が難しい現状がある。そのた
め，産業保健実習の2日間のみで産業保健と地域保健の連
携について理解するのではなく，公衆衛生看護学実習とし
て産業保健と地域保健との連携について実習後の振り返
りや意味づけをしながら学びを補完してくことが必要で
ある。さらに，産業保健と地域保健の連携の現状および学
生の学修状況を踏まえた上で，目標の修正を検討していく
必要性がある。指導者と教員が学生の学びについて情報共
有しながら，今後も学生の学びをより深めていくことがで
きるよう実習方法や指導について協働していくことが重
要である。

保健師教育課程を選択した学生の産業保健実習での学びと今後の課題
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